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予算特別委員会報告

予算特別委員会の報告を行います。

去る９月２日の本会議において、付託されました案件について、９月４日、委

員会を開催しました。

当局に関係職員の出席を求め、慎重に審査した経過と結果をご報告いたします。

付託されました案件は、令和２年度上野原市一般会計補正予算、病院事業会計

補正予算及び各特別会計補正予算の、合わせて１６件です。

審査は、関係課に説明を求め、その後質疑・採決を行いました。

議案第１０３号 令和２年度上野原市一般会計補正予算 第４号 について、主

な歳入内容としては、普通交付税の交付額の確定に伴う８千８２０万１千円と、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２億９千９５０万４千円を、

今回の緊急対策事業に充当するための増額補正を行い、また、今回の補正予算に

ついて財源を調整するため、財政調整基金繰入金を９千４４万８千円減額補正す

るものです。

歳出の主な補正内容は、総務費では、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う新

しい生活様式の環境整備として、サテライトオフィス整備補助金、在宅ワーク整

備補助金を合わせて１千６００万円増額補正するものです。

委員からは、サテライトオフィス整備補助金について、目的に「移住・定住の

促進」、「市内の雇用の場の確保」が挙げられているので、対象者の要件について

は、その目的が達成できるように十分検討すべきとの意見が出されました。

民生費では、国民健康保険特別会計の繰越額確定に伴う繰出金１千７７６万４
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千円および、介護保険支援事業の前年度事業費確定による返還金と職員配置実績

に伴う償還金・繰出金８４４万８千円を増額補正するものです。

衛生費では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている、または受ける見

込みのある妊婦を支援するため、妊婦応援特別給付金支給事業費を２５２万１千

円、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行を防ぐための予防接

種事業費を１千４６万６千円増額補正するものです。

委員からの、高齢者と子どものインフルエンザ予防接種の接種率はどのくらい

か、という質問については、昨年は高齢者が４４％、子どもが３９％とのことで、

今年は新型コロナウイルス感染症の影響で増加が見込まれるため、接種率を７割

で計上したとの説明がありました。

農林水産業費では、今後の台風シーズンの到来に向け、農業用施設維持費を３

０２万８千円、森林環境譲与税を活用した森林調査結果データの林地台帳システ

ムへの取込作業および危険木伐採に伴う委託料として、森林環境整備事業費２８

３万８千円を増額補正するものです。

商工費では、中小・小規模事業者等支援の実績に伴い、補助金等４千２９２万

円を減額する一方、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている商店街等を応

援するため、商品券を配布し消費を促すことを目的とした、商店街等応援事業費

１億２千３３２万３千円を増額補正するものです。

委員からの、商品券が使用可能な店の職種は、という質問については、今まで

に行った商品券事業の内容を参考にする中で、現在検討しているとのことです。

土木費では、市内道路の維持管理費として４千７１５万２千円、市道法面改修

及び市有地整地等に要する経費として市単独道路事業費を５千８８８万７千円
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増額補正する一方、財源である辺地対策債割当額の減少に伴う辺地対策事業費を

２千７１０万円減額補正するものです。

教育費では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた大学生や高校生等の補

助金支援の実績に伴い、１千５５０万円を減額補正し、学校内における新型コロ

ナウイルス感染症予防対策として１９８万２千円を増額補正するものです。

諸支出金では、森林環境譲与税を活用した森林環境整備事業を実施するため、

森林環境基金積立金２８３万８千円を減額補正するものです。

次に、議案第１０４号から議案第１０９号までの特別会計の主な補正内容です

が、大半が令和元年度から令和２年度における繰越金の額の確定に伴うものです。

議案第１０４号の国民健康保険特別会計の主な補正内容は、新型コロナウイル

ス感染症の影響による減免に伴い、一般被保険者保険税還付金を４０２万９千円

増額補正するものです。

また、議案第１０６号の介護保険特別会計の主な補正内容は、令和元年度事業

費の確定に伴い国等への返還金５千６６６万６千円を増額補正するものです。

議案第１１０号から議案第１１７号までの財産区特別会計の主な補正内容は、

繰越額の確定に伴い、各財産区の歳入の繰越金と歳出の予備費をそれぞれ増額補

正・減額補正するものです。

以上、当局提出１６案件については、採決の結果、いずれも全会一致で原案ど

おり可決すべきものと決定しました。

以上、予算特別委員会の報告といたします。


